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１

　

前
方
に
、
青
白
い
光
が
点
滅
し
た
。

　

攻
撃
隊
指
揮
官
機
か
ら
送
ら
れ
た
、
オ
ル
ジ
ス
信
号
灯
の

光
だ
。

「
目
標
マ
デ
二
〇
浬カ

イ
リ。
高
度
三サ

ン

〇マ
ル

（
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）」

　

と
伝
え
て
い
る
。

　

指
揮
官
機
が
機
首
を
上
向
け
、
上
昇
を
開
始
し
た
。

　

第
一
小
隊
の
二
番
機
も
、
指
揮
官
機
に
続
い
た
。

「
後
続
機
、
ど
う
か
？
」

「
三
番
機
、
本
機
に
続
行
中
。
二
小
隊
以
下
の
各
隊
も
、
上

昇
を
開
始
し
ま
し
た
」

　

二
番
機
の
機
長
と
主
偵
察
員
を
兼
任
す
る
細ほ

そ

田だ

修お
さ
む

飛
行

兵
曹
長
の
問
い
に
、
上
部
旋
回
機
銃
座
を
担
当
す
る
尾び

藤と
う

平へ
い

吉き
ち

二
等
飛
行
兵
曹
が
答
え
た
。

　

攻
撃
隊
―
第
二
五
航
空
戦
隊
に
所
属
す
る
第
七
〇
二
航

空
隊
の
一
式
陸
上
攻
撃
機
四
八
機
は
、
電で

ん

探た
ん

に
よ
る
探
知
を

か
わ
す
た
め
、
目
標
の
一
二
〇
浬
手
前
で
、
高
度
を
二
〇
〇

メ
ー
ト
ル
に
落
と
し
て
い
た
の
だ
。

　

現
在
の
時
刻
は
二
一
時
二
〇
分
。

　

月
齢
一
二
の
月
明
か
り
の
中
、
攻
撃
隊
は
六
分
近
く
を
か

け
、
高
度
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
上
昇
す
る
。

　

指
揮
官
機
か
ら
「
突ト

ツ

レ

撃
隊
形
作
レ
」
と
信
号
が
送
ら
れ
た
。

　

爆
音
が
高
ま
り
、
二
番
機
が
増
速
し
た
。

　

細
田
機
の
役
割
は
攻
撃
隊
を
誘
導
す
る
吊

ち
ょ
う

光こ
う

弾だ
ん

の
投
下

だ
。

　

吊
光
弾
の
投
下
位
置
が
爆
撃
の
成せ

い

否ひ

を
決
め
る
た
め
、
最

も
重
要
な
任
務
と
言
っ
て
い
い
。

　

七
〇
二
空
は
、
今
年
―
昭
和
一
八
年
一
月
一
九
日
、
上

位
部
隊
で
あ
る
第
二
五
航
空
戦
隊
隷れ

い

下か

の
各
隊
と
共
に
、
グ

ア
ム
島
に
移
動
し
た
。

　

開
戦
時
は
「
第
六
航
空
隊
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
昨
年

一
一
月
の
制
度
改
定
で
、
部
隊
名
が
改
称
さ
れ
て
い
る
。

　

グ
ア
ム
島
で
は
、
昨
年
一
一
月
八
日
に
米
軍
が
降こ

う

伏ふ
く

し
た

後
、
設
営
隊
が
飛
行
場
の
整
備
を
進
め
て
い
た
。
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だ
が
、
ト
ラ
ッ
ク
環か

ん

礁し
ょ
う

か
ら
飛
来
す
る
ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ

17
〝
フ
ラ
イ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
ト
レ
ス
〞
に
作
業
を
妨
害
さ
れ

た
た
め
、
使
用
可
能
と
す
る
ま
で
に
二
ヶ
月
余あ

ま

り
を
要
し
た

の
だ
。

　

七
〇
二
空
は
グ
ア
ム
へ
の
移
動
後
、
サ
イ
パ
ン
島
の
第
七

五
三
航
空
隊
、
テ
ニ
ア
ン
島
の
第
七
五
二
航
空
隊
と
共
に
、

ト
ラ
ッ
ク
環
礁
へ
の
長
距
離
爆
撃
に
参
加
し
て
い
る
。

　

マ
リ
ア
ナ
諸し

ょ

島と
う

か
ら
ト
ラ
ッ
ク
ま
で
は
遠
す
ぎ
て
、
戦
闘

機
の
護
衛
を
付
け
ら
れ
な
い
た
め
、
爆
撃
は
敵
戦
闘
機
の
迎

撃
が
な
い
夜
間
が
主
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
日
の
任
務
で
は
、
春は

る

島し
ま

に
あ
る
敵
飛
行
場
二
箇
所
の

う
ち
、
日
本
軍
が
「
甲こ

う

二ふ
た

」
の
呼
称
を
冠か

ん

し
た
南
部
の
飛
行

場
を
叩
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

「
爆
撃
手
席
に
入
る
。
操
縦
を
よ
ろ
し
く
頼
む
」

　

正
副
二
人
の
操
縦
員
に
命
じ
、
細
田
は
コ
ク
ピ
ッ
ト
か
ら

機
首
に
移
動
し
た
。

　

半
球
型
の
風ふ

う

防ぼ
う

に
覆お

お

わ
れ
、
視
界
は
コ
ク
ピ
ッ
ト
よ
り
格

段
に
広
い
。
と
も
す
れ
ば
、
夜
空
の
中
に
た
だ
一
人
、
放
り

出
さ
れ
た
よ
う
な
錯さ

っ

覚か
く

に
陥お

ち
いる

。

　

細
田
は
、
前
下
方
に
目
を
凝こ

ら
し
た
。

　

正
面
か
ら
右
方
に
か
け
て
、
点
々
と
連つ

ら

な
る
黒
い
影
が
見

え
た
。

　

前
方
に
見
え
る
、
比
較
的
大
き
な
島
影
が
、
攻
撃
目
標
の

春
島
だ
。

「
左
に
五
度
修
正
」

「
左
に
五
度
修
正
。
宜よ

う

候そ
ろ

」

　

細
田
の
指
示
に
、
主
操
縦
員
の
山や

ま

岡お
か

満み
つ
る

上
等
飛
行
兵
曹

が
復ふ

く

唱し
ょ
うを
返
し
た
。

　

細
田
機
は
、
僅わ

ず

か
に
機
首
を
振
っ
た
。

　

春
島
の
北
端
を
か
す
め
、
東
に
回
る
針
路
だ
。

「
甲
二
」
を
攻
撃
す
る
に
は
、
春
島
の
西
岸
か
ら
南
岸
に
回

り
込
む
方
が
近
い
が
、
春
島
の
西
側
に
あ
る
艦
隊
錨び

ょ
う

地ち

に

は
、
米
太
平
洋
艦
隊
の
戦
闘
艦
艇
が
、
常
時
二
〇
隻
か
ら
三

〇
隻
停て

い

泊は
く

し
て
い
る
。

　

そ
の
真
上
を
通
過
し
、
対
空
砲
火
を
浴
び
る
危
険
を
避
け

た
の
だ
。
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直
前
ま
で
正
面
に
見
え
て
い
た
春
島
が
、
右
前
方
か
ら
右

正せ
い

横お
う

へ
と
移
動
す
る
。

「
針
路
一
八
〇
度
」

「
針
路
一
八
〇
度
。
宜
候
」

　

細
田
の
新
た
な
指
示
を
受
け
、
山
岡
が
復
唱
を
返
す
。

　

一
式
陸
攻
が
一
八
〇
度
、
す
な
わ
ち
真
南
に
変
針
し
、
春

島
の
東
岸
沖
を
南
下
す
る
針
路
を
取
る
。

「
後
続
機
、
ど
う
か
？
」

「
本
機
に
続
行
中
」

「
了
解
し
た
」

　

山
岡
の
返
答
を
聞
き
、細
田
は
機
体
の
右
方
を
凝

ぎ
ょ
う

視し

す
る
。

　

地
上
に
も
、
海
上
に
も
、
発
射
炎
は
な
い
。

　

攻
撃
隊
の
姿
は
、
敵
の
電
探
に
捉と

ら

え
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ

が
、
ト
ラ
ッ
ク
の
米
軍
は
、
日
本
機
の
侵
入
に
気
づ
い
て
い

な
い
か
の
よ
う
に
沈
黙
を
保た

も

っ
て
い
る
。

「
針
路
二
七
〇
度
！
」

　

頃こ
ろ

合あ

い
よ
し
と
見
て
、
細
田
は
下か

令れ
い

し
た
。

「
針
路
二
七
〇
度
。
宜
候
！
」

　

山
岡
が
復
唱
し
、
一
式
陸
攻
が
再
び
右
に
旋
回
し
た
。

　

春
島
の
影
が
右
に
見
え
る
。

　

左
方
に
も
、
春
島
に
劣
ら
ぬ
大
き
さ
を
持
つ
島
影
が
ぼ
ん

や
り
と
見
え
て
い
る
。

　

開
戦
前
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
夏な

つ

島し
ま

だ
。

内
南
洋
の
警
備
を
担
当
し
て
い
た
第
四
艦
隊
も
こ
の
島
に
司

令
部
を
置
い
て
い
た
が
、
今
で
は
米
軍
の
大
規
模
な
航
空
基

地
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

七
〇
二
空
の
陸
攻
隊
は
、
春
島
の
南
岸
上
空
、
三
〇
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
高
度
を
突
き
進
ん
で
ゆ
く
。

　

右
前
方
に
、
多
数
の
発
射
炎
が
閃ひ

ら
めい
た
。

　

前
方
に
、
次
々
と
爆
炎
が
湧わ

き
出
し
た
。

「
始
ま
っ
た
！
」

　

細
田
は
、
小
さ
く
叫さ

け

ん
だ
。

　

春
島
の
対
空
砲
陣
地
が
、
砲
撃
を
開
始
し
た
の
だ
。

「
針
路
、
速
度
共
こ
の
ま
ま
！
」

「
針
路
、
速
度
共
こ
の
ま
ま
。
宜
候
！
」

　

細
田
の
指
示
に
、
山
岡
が
応
答
を
返
す
。
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細
田
機
は
攻
撃
隊
の
先
頭
に
立
ち
、
炎
と
黒
煙
に
向
か
っ

て
ゆ
く
。

　

対
空
砲
火
が
、
俄が

然ぜ
ん

激
し
さ
を
増
す
。

　

一
度
な
ら
ず
、
敵
弾
が
近
く
で
炸さ

く

裂れ
つ

し
、
横よ

こ

殴な
ぐ

り
の
爆
風

が
機
体
を
煽あ

お

る
。

　

か
と
思
え
ば
、
弾
片
が
命
中
し
た
の
か
、
不ぶ

気き

味み

な
打
撃

音
が
伝
わ
る
。

　

細
田
の
目
の
前
で
も
一
弾
が
炸
裂
す
る
が
、
機
体
に
も
爆

撃
手
席
に
も
異
常
は
な
い
。

　

細
田
は
、
ボ
イ
コ
ー
照

し
ょ
う

準じ
ゅ
ん

器き

を
覗の

ぞ

き
込
ん
だ
。

　

激
し
い
対
空
砲
火
に
妨さ

ま
たげ
ら
れ
、
飛
行
場
の
視
認
は
難
し

い
が
、
過
去
の
作
戦
で
「
甲
二
」
を
攻
撃
し
た
こ
と
は
何
度

も
あ
る
。

　

そ
の
と
き
の
記
憶
を
頼
り
に
、
目
標
を
探
し
求
め
た
。

「
あ
っ
た
！
」

　

細
田
は
、
前
下
方
に
目
指
す
も
の
を
見み

出い
だ

し
た
。

　

滑
走
路
ら
し
き
直
線
路
が
三
本
、
月
明
か
り
の
下
に
見
え

る
。
東
西
に
二
本
が
延
び
、
一
本
は
そ
の
二
本
と
斜な

な

め
に
交

差
し
て
い
る
。

　

細
田
は
吊
光
弾
の
投
下
間
隔
を
設
定
す
る
と
共
に
、
爆ば

く

弾だ
ん

槽そ
う

の
扉と

び
らを
開
い
た
。

「
投
下
！
」

　

叫
び
声
と
共
に
、
投
下
レ
バ
ー
を
引
い
た
。

　

機
首
か
ら
は
死
角
に
な
る
た
め
、
吊
光
弾
の
光
は
確
認
で

き
な
い
。

　

だ
が
、
爆
弾
槽
に
搭
載
し
て
来
た
一
〇
発
の
吊
光
弾
は
、

二
秒
間
隔
で
投
下
さ
れ
た
は
ず
だ
。

「
尾
部
銃
座
よ
り
報
告
。
吊
光
弾
の
点
灯
確
認
」

「
了
解
！
」

　

細
田
は
即
答
し
た
。

　

自
身
の
役
割
は
、
こ
れ
で
果は

た
し
た
。

　

敵
弾
の
炸
裂
が
、
唐と

う

突と
つ

に
止
む
。

　

細
田
機
は
、
春
島
の
上
空
を
通
過
し
た
の
だ
。

「
左
旋
回
。
針
路
二
二
五
度
！
」

　

を
、
細
田
は
下
令
し
た
。

　

針
路
を
南
西
に
取
っ
て
、
島
が
少
な
い
海
面
に
抜
け
た
後
、
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環
礁
上
空
を
東
か
ら
西
に
突
っ
切
り
、
環
礁
の
外
に
脱
出
す

る
の
だ
。

「
左
旋
回
。
針
路
二
二
五
度
。
宜
候
！
」

　

山
岡
が
復
唱
し
、
陸
攻
が
左
に
大
き
く
傾
く
。

「
弾
着
確
認
！
」

　

再
び
、
尾
部
銃
座
か
ら
報
告
が
届
い
た
。

　

飛
行
隊
長
篠し

の

崎ざ
き

健け
ん

二じ

少
佐
以
下
の
全
機
が
、
吊
光
弾
の
光

に
照
ら
さ
れ
た
敵
飛
行
場
に
投
弾
し
た
の
だ
。

「
何
発
が
有
効
弾
に
な
る
か
な
」

　

細
田
は
、
口こ

う

中ち
ゅ
うで

呟つ
ぶ
やい

た
。

　

七
〇
二
空
の
陸
攻
が
搭
載
し
て
来
た
の
は
、
八
〇
番
三
式

爆
弾
。
対
空
・
対
地
射
撃
用
の
三
式
弾
を
、
航
空
機
用
の
爆

弾
に
改
造
し
た
も
の
だ
。

　

地
上
五
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
で
炸

裂
し
、
危き

害が
い

直
径
約
四
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
、
焼

し
ょ
う

夷い

榴り
ゅ
う

散さ
ん

弾だ
ん

約
七
〇
〇
発
、
弾
片
約
二
三
〇
〇
発
を
飛
散
さ

せ
る
。

　

ト
ー
チ
カ
の
よ
う
に
堅け

ん

固ご

な
建
造
物
に
は
効
果
が
薄
い
が
、

指
揮
所
や
倉
庫
の
よ
う
な
防
御
力
の
乏と

ぼ

し
い
建
造
物
や
駐
機

中
の
航
空
機
、
対
空
砲
陣
地
、
生な

ま

身み

の
歩
兵
と
い
っ
た
目
標

に
は
大
き
な
威
力
を
発
揮
す
る
。

　

今
回
は
、
敵
飛
行
場
に
駐
機
し
て
い
る
Ｂ
17
や
基
地
の
付

帯
設
備
を
主
目
標
と
す
る
た
め
、
全
機
が
三
式
爆
弾
を
搭
載

し
て
来
た
の
だ
。

　

夜
間
で
あ
る
た
め
、
戦
果
確
認
は
難
し
い
が
、
一
発
で
も

多
く
が
有
効
弾
と
な
る
よ
う
、
細
田
は
祈
っ
て
い
た
。

「
後
続
機
―
」

　

細
田
が
山
岡
に
聞
こ
う
と
し
た
と
き
、
出
し
抜
け
に
左
前

方
か
ら
黄
白
色
の
光こ

う

芒ぼ
う

が
伸
び
た
。

　

一
条
だ
け
で
は
な
い
。

　

何
条
も
の
光
の
柱
が
、
夜
空
を
貫
い
て
い
る
。

　

春
島
の
南
に
位
置
す
る
夏
島
か
ら
だ
。
離
脱
を
図は

か

る
陸
攻

に
、
探た

ん

照し
ょ
う

灯と
う

の
光
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
光
の
中
を
よ
ぎ
る
影
が
見
え
た
。

「
右
上
方
、
敵
機
！
」

　

細
田
が
叫
び
、
一い

っ

拍ぱ
く

遅
れ
て
陸
攻
が
右
に
機
体
を
傾
け
る
。
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横よ
こ

滑す
べ

り
を
す
る
格か

っ

好こ
う

で
、
細
田
機
が
光
芒
か
ら
外
れ
る
。

　

敵
機
が
姿
を
さ
ら
し
た
の
は
一
瞬
だ
っ
た
が
、
細
田
は
は

っ
き
り
と
機
種
を
見
抜
い
た
。

「
篠
崎
二
番
よ
り
全
機
へ
。
敵
機
は
ロ
ッ
キ
ー
ド
！
」

　

無
線
電
話
機
を
通
じ
て
、
全
機
に
警
報
を
送
っ
た
。

　

ロ
ッ
キ
ー
ド
Ｐ
38
〝
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
〞。
今
年
初
め
か
ら

戦
場
に
姿
を
現
し
た
、
双
発
双
胴
の
重
戦
闘
機
だ
。

　

同
じ
双
発
機
で
あ
っ
て
も
、
運
動
性
能
、
速
度
性
能
共
に
、

一
式
戦
闘
攻
撃
機
「
天て

ん

弓き
ゅ
う」
よ
り
も
優
れ
て
い
る
。

　

航
続
性
能
も
高
く
、
Ｂ
17
の
護
衛
と
し
て
、
グ
ア
ム
上
空

に
飛
来
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
の
機
体
が
、
七
〇
二
空
の
帰
路
を
襲
っ
た
の
だ
。

　

離
脱
時
に
は
春
島
の
南
西
に
抜
け
る
と
睨に

ら

ん
で
、
待ま

ち
伏ぶ

せ
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
篠
崎
一
番
よ
り
全
機
へ
。
ト
ラ
ッ
ク
の
西
に
離
脱
せ

よ
！
」

「
味
方
機
一
機
、
被
弾
！
」

　

篠
崎
少
佐
の
声
が
レ
シ
ー
バ
ー
に
響
き
、
次
い
で
胴
体
上

面
の
機
銃
座
を
受
け
持
つ
尾
藤
平
吉
二
飛
曹
が
悲
痛
な
声
で

報
告
し
た
。

　

再
び
細
田
機
が
、
光
芒
に
捉
え
ら
れ
た
。

　

山
岡
が
回
避
運
動
を
行
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
機
体
が
左

に
、
右
に
と
旋
回
す
る
。

　

照
準
を
外
さ
れ
た
の
か
、
後
方
か
ら
噴
き
延
び
る
火か

箭せ
ん

が
、

翼
端
付
近
を
通
過
す
る
。

　

敵
機
が
二
機
、
細
田
機
の
頭
上
を
通
過
し
た
。

　

細
田
は
、
咄と

っ

嗟さ

に
機
首
の
七
・
七
ミ
リ
旋
回
機
銃
を
発
射

し
た
が
、
細
い
火
箭
が
敵
機
を
捉
え
る
こ
と
は
な
い
。
七
・

七
ミ
リ
弾
は
、
闇や

み

の
中
に
消
え
て
い
る
。

「
山
岡
、
降
下
だ
！
」

「
了
解
。
降
下
し
ま
す
！
」

　

復
唱
が
返
さ
れ
る
や
、
機
首
が
押
し
下
げ
ら
れ
、
機
体
が

降
下
に
移
っ
た
。
光
芒
の
中
、
海
面
が
せ
り
上
が
り
、
間ま

近ぢ
か

に
迫せ

ま

る
。

　

降
下
す
る
細
田
機
の
前
方
か
ら
、
Ｐ
38
二
機
が
向
か
っ
て

来
る
。
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Ｐ
38
と
手て

合あ

わ
せ
し
た
零
戦
の
搭
乗
員
は
「
旋
回
性
能
が

悪
く
、
格
闘
戦
で
背
後
に
回
る
の
は
容
易
」
と
評
し
て
い
た

が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
零
戦
と
比
べ
て
の
こ
と
だ
。
機
動
力

は
、
一
式
陸
攻
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。

　

Ｐ
38
が
、
前
上
方
か
ら
突
っ
込
ん
で
来
た
。

　

中
央
に
位
置
す
る
コ
ク
ピ
ッ
ト
と
二
基
の
太
い
エ
ン
ジ

ン
・
ナ
セ
ル
が
目
の
前
に
迫
っ
た
。

　

敵
機
の
機
首
に
発
射
炎
が
閃
く
寸
前
、
細
田
機
の
機
首
は

更
に
押
し
下
げ
ら
れ
た
。

　

直
後
、
青
白
い
火
箭
が
真
上
を
通
過
し
た
。

　

Ｐ
38
二
機
が
、
続
け
ざ
ま
に
頭
上
を
よ
ぎ
る
。

　

金
属
的
な
、
甲か

ん

高だ
か

い
爆
音
だ
。
獲え

物も
の

に
襲
い
か
か
ら
ん
と

す
る
、
猛も

う

禽き
ん

の
叫
び
声
を
思
わ
せ
る
。

　

春
島
の
飛
行
場
を
焼
か
れ
た
怒
り
が
、
咆ほ

う

哮こ
う

と
な
っ
て
ほ

と
ば
し
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

「
敵
一
機
撃
墜
！
」

　

尾
藤
が
、
弾は

ず

ん
だ
声
で
報
告
し
た
。

「
確
か
か
？
」

　

細
田
は
、
半な

か

ば
反
射
的
に
聞
き
返
し
た
。

　

胴
体
上
面
の
旋
回
機
銃
は
、
威
力
の
大
き
な
二
〇
ミ
リ
だ

が
、
命
中
率
が
悪
い
。

　

気き

休や
す

め
程
度
だ
と
思
っ
て
い
た
が
―
。

「
確
実
で
す
！
」

「
了
解
！
」

　

細
田
も
、
弾
ん
だ
声
で
返
答
し
た
。

「
敵
機
、
右
後
方
！
」

　

新
た
な
報
告
が
レ
シ
ー
バ
ー
に
響
く
。

　

残
っ
た
Ｐ
38
が
僚

り
ょ
う

機き

の
仇か

た
き

を
討う

つ
べ
く
、
追
い
す
が
っ

て
来
た
の
だ
。

　

細
田
機
は
振
り
子
の
よ
う
に
左
右
に
振
ら
れ
、
Ｐ
38
の
射

弾
が
翼
端
や
コ
ク
ピ
ッ
ト
の
脇
を
か
す
め
る
。

　

敵
機
は
自み

ず
から
の
射
弾
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
、
細
田
機
の

頭
上
を
通
過
す
る
。

　

一い
っ

旦た
ん

距
離
を
置
き
、
反
転
す
る
。

　

撃
墜
に
向
け
た
執
念
を
感
じ
さ
せ
る
動
き
だ
。

　

爆
撃
機
に
墜お

と
さ
れ
た
と
あ
っ
て
は
、
戦
闘
機
乗
り
の
沽こ



アメリカ陸軍 P38Eライトニング

　ロッキード社が開発した重戦闘機。双発双胴という特徴あるフォルム
を持つ。もともとは高高度防空用戦闘機として上昇力と高速度を重視し
た設計がなされており、格闘戦には不向きであった。日本軍の戦闘機相
手にも苦戦する局面が多かったが、高空から急降下で敵機に接近し、一
撃を加えて離脱する戦法に変換したことで、一転して大きな戦果を挙げ
るようになった。航続距離も長いことから、B17爆撃機に随伴する護衛
戦闘機としても運用されている。

全長 11.5m
翼幅 15.9m
全備重量 7,940kg
発動機 アリソン V1710-27/29 1,150馬力×2基
最大速度 628km/時
兵装 20mm機銃×1丁（機首）
 12.7mm機銃×4丁（機首）
乗員数 1名
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券け
ん

に
関
わ
る
と
で
も
思
っ
て
い
る
よ
う
な
動
き
だ
っ
た
。

　

光
芒
の
中
に
、
Ｐ
38
の
姿
が
浮
か
ぶ
。
細
田
機
の
正
面
か

ら
仕
掛
け
て
来
る
。
真ま

っ
向こ

う

勝
負
を
挑い

ど

む
態
勢
だ
。

　

細
田
は
Ｐ
38
の
真
正
面
を
目
が
け
、
七
・
七
ミ
リ
旋
回
機

銃
を
発
射
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
同
時
に
、
Ｐ
38
も
機
首
に
発
射
炎
を
閃
か
せ
る
。

　

七
・
七
ミ
リ
弾
の
細
い
火
箭
と
一
二
・
七
ミ
リ
弾
の
太
い

火
箭
が
交こ

う

錯さ
く

す
る
。

　

敵
弾
が
左
方
に
逸そ

れ
、
Ｐ
38
が
細
田
機
と
す
れ
違
っ
た
。

　

直
後
、
探
照
灯
の
光
芒
が
消
え
、
機
体
の
周
囲
に
闇
が
戻

っ
た
。

　

新
た
な
光
芒
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

細
田
機
は
、
有
効
照
射
距
離
の
範
囲
外
に
脱
し
た
の
だ
。

「
敵
機
、
追
っ
て
来
ま
せ
ん
。
本
機
を
見み

失う
し
な

っ
た
模
様
」

「
よ
し
…
…
！
」

　

山
岡
の
報
告
を
受
け
、
細
田
は
安あ

ん

堵ど

の
息
を
漏も

ら
し
た
。

細
田
機
は
、
Ｐ
38
の
猛
攻
を
辛か

ら

く
も
切
り
抜
け
た
の
だ
。

「
篠
崎
一
番
よ
り
全
機
へ
。
西
水
道
の
西
方
五
浬
地
点
に
て

集
合
、
帰
投
す
る
」

　

指
揮
官
の
声
が
、
レ
シ
ー
バ
ー
に
響
い
た
。

　

篠
崎
機
も
、
離
脱
に
成
功
し
た
の
だ
。

「
篠
崎
二
番
よ
り
一
番
。
西
水
道
の
西
方
五
浬
地
点
に
て
集

合
、
了
解
」

　

細
田
は
、
復
唱
を
返
し
た
。

　

後
は
、
グ
ア
ム
ま
で
帰
る
だ
け
だ
。

２

「
敵
の
位
置
、
ア
ガ
岬み

さ
きよ
り
の
方
位
一
四
〇
度
、
七
〇
浬
。

高
度
三サ

ン

〇マ
ル

」

　

第
五
三
三
航
空
隊
の
第
二
中
隊
長
長な

が

瀬せ

充み
つ
る

中
尉
の
レ
シ

ー
バ
ー
に
、
飛
行
長
島し

ま

森も
り

司つ
か
さ

中
佐
の
声
が
響
い
た
。

　

五
三
三
空
は
、
グ
ア
ム
島
を
攻
略
し
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
全

域
を
日
本
軍
が
制
圧
し
た
直
後
に
編
成
さ
れ
た
、
一
式
戦
攻

「
天
弓
」
の
部
隊
だ
。

　

天
弓
は
敵
重
爆
に
対
す
る
邀よ

う

撃げ
き

戦
闘
の
他
、
艦
船
攻
撃
、
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敵
飛
行
場
へ
の
攻
撃
、
陸
軍
部
隊
の
支
援
と
、
多
種
多
様
な

任
務
を
こ
な
し
て
い
る
が
、
五
三
三
空
は
夜
間
の
邀
撃
戦
闘

の
た
め
に
編
成
さ
れ
て
い
る
。

　

機
数
は
二
個
中
隊
一
八
機
と
少
な
い
が
、
夜
間
飛
行
を
得

意
と
す
る
搭
乗
員
が
集
ま
っ
て
い
る
。
元も

と

々も
と

の
天
弓
搭
乗
員

の
他
、
水
上
機
や
飛
行
艇
か
ら
転
換
し
た
搭
乗
員
も
含
ま
れ

る
。

　

長
瀬
は
そ
れ
ま
で
、
パ
ラ
オ
諸
島
バ
ベ
ル
ダ
オ
ブ
島
の
第

一
〇
航
空
隊
に
所
属
し
て
い
た
が
、
中
尉
昇
進
と
同
時
に
五

三
三
空
に
異
動
し
、
第
二
中
隊
長
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
。

「
永な

が

倉く
ら

一
番
、
了
解
」

「
長
瀬
一
番
、
了
解
」

　

飛
行
隊
長
永
倉
光み

つ

安や
す

少
佐
に
続
い
て
、
長
瀬
も
指
揮
所
に

応
答
を
返
し
た
。

　

第
一
中
隊
九
機
に
、
長
瀬
の
第
二
中
隊
も
続
く
。

　

巡
航
速
度
の
時
速
三
九
〇
キ
ロ
を
保
ち
、
針
路
一
四
〇
度
、

す
な
わ
ち
南
東
方
向
に
向
か
っ
て
ゆ
く
。

　

こ
の
日
は
四
月
一
八
日
。
現
在
の
時
刻
は
、
二
二
時
五
〇

分
だ
。

　

月
齢
は
一
三
。

　

満
月
よ
り
も
や
や
欠
け
た
月
は
、
西
の
空
か
ら
柔
ら
か
い

光
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

　

夜
間
戦
闘
を
行
う
に
は
、
悪
く
な
い
天
候
だ
。

　

も
っ
と
も
五
三
三
空
の
天
弓
に
は
、
月
明
か
り
な
ど
な
く

と
も
敵
機
を
捕
捉
で
き
る
機
材
が
装
備
さ
れ
て
い
た
。

「
増ま

す

山や
ま

、
現
在
位
置
は
？
」

「
ア
ガ
岬
よ
り
の
方
位
一
四
〇
度
、
四
〇
浬
」

　

長
瀬
の
問
い
に
、
偵
察
員
席
の
増
山
三さ

ぶ

郎ろ
う

上
等
飛
行
兵
曹

は
即
答
し
た
。

　

一
〇
空
時
代
か
ら
、
長
瀬
と
ペ
ア
を
組
ん
で
い
る
部
下
だ
。

昨
年
一
一
月
の
制
度
改
定
に
よ
っ
て
下
士
官
、
兵
の
階
級
呼

称
が
変
更
さ
れ
た
と
き
、
上
飛
曹
と
な
っ
て
い
る
。

「
遭そ

う

遇ぐ
う

ま
で
、
五
分
と
か
か
ら
ん
な
」

　

長
瀬
は
、
暗
算
し
て
呟
い
た
。

　

彼ひ

我が

の
距
離
は
三
〇
浬
。

　

天
弓
の
巡
航
速
度
な
ら
九
分
足
ら
ず
だ
が
、
五
三
三
空
と
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敵
編
隊
は
、
互
い
に
向
か
い
合
う
形
で
飛
ん
で
い
る
。

　

五
分
と
経
た
ぬ
う
ち
に
、
敵
機
を
捕
捉
す
る
は
ず
だ
。

　

一
分
、
二
分
と
時
間
が
経
過
す
る
。

　

天
弓
一
八
機
が
装
備
す
る
三み

つ

菱び
し

「
火か

星せ
い

」
三
六
基
の
轟ご

う

々ご
う

た
る
爆
音
が
、
夜
の
闇
を
騒
が
せ
る
。

　

敵
機
は
ま
だ
視
界
に
入
っ
て
来
な
い
が
、
長
瀬
は
会か

い

敵て
き

が

近
い
こ
と
を
感
じ
て
い
た
。

　

二
二
時
五
三
分
、

「
永
倉
一
番
よ
り
全
機
へ
。
電
探
、
感
有
り
。
敵
と
の
距
離

一ヒ
ト

四ヨ
ン

（
一
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
！
」

　

永
倉
機
の
偵
察
員
を
務
め
る
服は

っ

部と
り

英え
い

吉き
ち

中
尉
の
声
が
、
レ

シ
ー
バ
ー
に
入
っ
た
。

　

五
三
三
空
の
装
備
機
は
、
天
弓
二
二
型
。

　

天
弓
一
一
型
の
エ
ン
ジ
ン
を
、
離
昇
出
力
一
八
〇
〇
馬
力

の
三
菱
「
火
星
」
二
一
型
に
換
装
し
、
プ
ロ
ペ
ラ
を
三
翅し

か

ら
四
翅
に
変
更
し
た
機
体
だ
。

　

最
大
時
速
が
五
〇
八
キ
ロ
か
ら
五
五
七
キ
ロ
に
向
上
し
、

よ
り
邀
撃
戦
闘
に
適
し
た
機
体
と
な
っ
た
。

　

機
首
に
は
英
国
よ
り
導
入
し
た
機
載
用
電
探
を
装
備
し
、

闇
の
中
で
も
目
標
を
捉
え
ら
れ
る
。

「
本
機
の
電
探
に
も
感
有
り
！ 

正
面
上
方
で
す
！
」

　

続
け
て
、
増
山
の
声
が
飛
び
込
ん
だ
。

　

長
瀬
は
、
前
上
方
を
見
上
げ
た
。

　

多
数
の
黒
い
影
が
、
星
明
か
り
を
遮さ

え
ぎり
な
が
ら
、
五
三
三

空
の
頭
上
を
通
過
し
て
ゆ
く
。

　

ト
ラ
ッ
ク
よ
り
発
進
し
、
グ
ア
ム
に
向
か
っ
て
い
る
Ｂ
17

の
編
隊
だ
。

　

昨
日
、
グ
ア
ム
よ
り
出
撃
し
た
七
〇
二
空
の
陸
攻
隊
が
春

島
の
敵
飛
行
場
に
夜
間
爆
撃
を
敢か

ん

行こ
う

し
、
大
き
な
戦
果
を
上

げ
た
と
い
う
。

　

敵
は
そ
の
報ほ

う

復ふ
く

と
し
て
、
グ
ア
ム
へ
の
夜
間
爆
撃
を
目も

く

論ろ

ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
永
倉
一
番
よ
り
全
機
へ
。
針
路
三
二
〇
度
！ 

敵
機
を
捕

捉
次し

第だ
い

攻
撃
開
始
！
」

　

永
倉
が
、
新
た
な
命
令
を
送
っ
て
来
た
。

「
針
路
三
二
〇
度
。
長
瀬
一
番
、
宜
候
！
」



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




